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菌床用シバタケの発斟足鹿につぃて
佐人不食＆工賃㈱研発漸　・振々木陽手末維嘉雄
申津が短火篠原寿子　田畑氏家

〔(社)日本家政学会

　目的　迩年みくの地域でヽヽンA yケの薗床戦培巨取り組まれているが≒戦培サイクノレの

より矩縮と手実恪の収-t。増大が肇まれている。漁恚らは。笛床用・3系統。種菌と用

い培兼期間。矩噺乙発茸の脆蓮につぃて　米希収分の添加と濫度降下による影響と兼訂し

仁のI'報告寸る.

　方宏⑦歯床用<nシイタケ梗飴は　A系統(手実体発生に至乙まで■ 逓常6 ｸB間瀕専）

β系統ぐ／之∂B闇）、ご系統（／ダど）日fa1 ）のろのと便用しrこ。②ノコクダμ　ぷ熹樹

の方ガラズ包用い紅。③旅春成分としいよ米糠・コーンミール・ゲルコ一久･ 洒石酸アン

モニウム･ アンドラつし酸･畿酸マブダシ勺ム･ '1ン猷痴一力りうム・譲酸捧一典･泉轜、

訓レシウムを薯人用い紅。④ノコワズに米糠ヌはコーンミール尽び上記の東漸涙分色一良

量添加し　含永年を以%に調隻　？･黙フハレムに／勺充填し／時局高函数菌し化。冷却

後、各々・練函を接雀し湿胤と0 "A 、包温=?､３～２､タででヽ追養ヽした。c発茸処理は、前年

理として温友降下処理を一丸時間行なっに。温泉降句迅理は　冷瞰庫及こズドライフイスご

行すム仁楳、／､ﾀﾞ～／ぶ°Cに保雄し　麗誘させた。

　銘菓　コ一ンミ―､い米糠･グいレコース等は歯糸伸長及び賂剤こ灯し箇像間に大きな隻

寡は認められ愕かっfc･ザントラタル酸乙1)ン酸第－カヤフム礦痢糸仲長＆び愁茸の促光

に%さU影響包及ぼしていることがおかっ化。急激な濃淮降下処理も外茸の促進に劾条的

VあっTz.. 共にﾄﾞライプイス処理しに占のは顕蔦でStった・しかし、光養期間の短絢やぞ
茸の夜ま効果は画種系校間でヽ丸きな差異が認釣られた.

　　　　５月27日（日）第５会場　午後1:00～3:30

c too　冷求貯蔵瞳のV々の脊耐吻I ぽン縛必･の薗齢＼.<n萬政
　　　広鳥･K赦貰　　i峯一精

　目的　ハ＼'ンほ現べの食刻-fc (- お，ヽ1 欠か< 1･ ，・日邨的な食品5:な．T あ,>)，催'ロ^ i＼･ン

が耀危;!れて．ヽる．冷凍ドヶi痢いた>ぐン聚恚･l,行やれているか . この)々凍ドケt小規模

に鯛樅し，一丸期間貯最後緊醇;!せたl さ. 発酵吻*<-■I < 低T t 5 場合のhるこ'<^ が認

力られれ．I I て - ての原(91 明り力ヽにt ること:^ 日的とし‥酵母の%.玄故態やご^々ク調

製剣ｷ収司ン鳶酵に£(な｢f i 埼(こついT 検討I p.．

　舌講　”ぐン‘7)材料としT. ＼,t■強吻寿，砂碗，塩., <ap, 'ぐター, 吋ン躊母(繍母今良がK，

ドラ^ -I－スI- ) , 水i 明～ヽ,ロー･レIヽ?ンの￥造孤u庫じ-f材料t配合口と．蜀･ヽ'ンl*直

纏ほμよ') ■汲μ，參酵，袴坂＼行っ知．ぺン発醇･り餅価μ，i V:しt ドウ2,f <^務縛,^

坂後・あさ。m沈によ■> μ．i お■ 対数期. '^喋朝にhける酵･をのザ-i モ.リェイス処茸崎

tわ藻iH，凍賠削iの蕭散t I れfれ撲･ぽした．

　純果　i IV ン醇そ(^･,R)とドライ･トス}■ i用ヽヽ-f鋼餐しおﾄﾞｳ･)涛-4貯或練の発縛で

li. ﾄﾞ'ラリー%トり塙冶ヽ･の発酵i; の<＆T が'大? か，た. また．μヽﾝ調￥時の邁胤の鳥い

如喰練によろ剃響を度け易ヽヽこi: i≫り，た，他才. 対政期まで迩養に縛JiHi.、冷凍{呆

存すいtLx iロぱあ散が着載i f-4＼".え喋期tx゛培養{. たル･ｱ)でμ. 函数の漸タが｀あま

り観ヽ,りhれなか7 た, ずM ^りエ４スによる壽薗-l 対散剥の方が'諦着て"あ，た。11' ･ 対

散測とえ豪

れり珍果かH .ﾄﾞ｀ゆの耐r冷凍糊i醇母の生有状略,:よりを琵!れ，函齢ヽの古いえ乖寥柚

遠り方が耐冷剰いあI I t が塊祷に沁だ.


